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【協議項目】 
〇自治協議会のあり方懇話会からの提言骨子（案） 
 協議項目別整理 
〇自治会と自治協議会のあり方 
・自治会（単位）と自治協議会の連携 
・自治会長会と自治協議会について 
①自治会と自治協議会のあり方（組織、活動） 
②自治会と自治協議会のあり方（情報共有・意思疎通）   

○地域づくり計画のあり方 
・行事遂行型から課題解決型へ（事業の棚卸しを行い必要なものは継続） 
・人口減少、少子高齢化など地域課題に対応できる地域計画の作成 
・地域経営の戦略的展開（施策連携） 
③地域づくり計画のあり方 

○行政との連携のあり方 
④事業展開の上での連携体制の構築（交付金等） 
⑤まちづくり指導員、市職員のあり方 
⑥双方向の情報共有と協働体制の構築 

○行政に影響されない（頼らない）地域経営のあり方 
⑦自主財源の確立、コミュニティビジネスの展開 
⑧総働や多様な人材が参画する機能的な運営 

○人材育成のあり方 
⑨若者や女性の参画を通じた人材育成 
⑩潜在的な地域の人材の掘り起こし、高齢者の活躍の場づくり 
 

【骨子の補足説明】 
骨子大項目 説 明  
１～３ 中間報告（H30）までに確認した内容を中心に整理 

「みんなで楽しくまちづくり」多様な団体個人が参画する組織 
４ 中間報告（H30）の協議や研修で確認した参考となる事例及び小規模多機能自治の代表

的な事例を提示 
５～７ ★「みんなで楽しくまちづくり」のため考えた論点項目（R元） 

① 自治会と自治協議会のあり方 
② 地域づくり計画のあり方 
③ 行政との連携のあり方 
④ 行政に影響されない（頼らない）地域経営のあり方 
⑤ 人材育成のあり方 

★あり方懇話会が考える自治協議会の姿 
〇目指すべき自治協議会実現に向けた支援策 

８ 今後、地域で組織や活動をそれぞれに考えていく際に、参考となる情報や資料を掲載 
 

※★印は、第９回で協議する内容 〇印は、市が検討する支援策 
 

第９回丹波市自治協議会のあり方懇話会を開催しました。 

第９回は、まとめ（提言）にかかる骨子を中心に今まで協議し

た内容を振り返り整理するとともに、今後の行政等からの支援の

仕方・仕組みについても議論が展開されました。 

◎これまでの振り返り 

日時：令和元年10月１日 

場所：山南住民センター集会室 

会議の詳細は 

丹波市ホームページへ 



 

 

発行：丹波市まちづくり部市民活動課 電話：0795-82-0409   

 

【委員からの主な意見】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治協議会と自治会が共通
するような連絡が取れる組
織を考えていくのがベター
ではないか。 

自治会長会の校区代表に自治
協議会の代表が入っていると
ころもある。校区代表の見直
しができたら上手く連携が図
れるのではないか。 

地域全体で問題を解決すると
いうことと、市全体で情報伝
達しやすい方法を考えるなど
地域ごとに考えた方がスムー
ズにいくのではないか。 

今は自治協議会と行政と
が協働のパートナーとせ
ず、自治会をパートナー
としてきた。地域の課
題・ニーズを集約して行
政につなぐのは自治協議
会、自治会のどちらがよ
いのか。 

地域コミュニティ活動推進員
の仕事に限度はあるのだろう
か。各地区で異なるが、自治
振興会の仕事などたくさんさ
れている。 

自治会に入っていない住民のニ

ーズをどのように行政に伝えら

れるかが見えてくると自治協議

会の役割が見えてくるのではな

いか。 

地域コミュニティ活動推進員
についての位置づけを、当懇話
会から一定の提言やガイドラ
インなどの仕組みも必要では。 

単位自治会の山や河川と
いったことまで自治協議
会が関わるとなると広範
囲になるので大変だ。自
治協議会の方向性をはっ
きりさせ、全体の流れが
誰にでも分かるようにし
てほしい。 

当自治協議会では自治振興会
長が地区の自治会長をまとめ
一本化しているので情報伝達
等の面ではうまくいっている。 

地域の役員選出方法や情
報伝達の流れを図式化し
て、どう再編していけば
よいのか一緒に考えてい
くことが分かりやすい。 

自治会の会員は、会費をいただ

いた捉え方で、会員で共助をす

る。自治協議会の組織の中での

住民の捉え方としてはどうか。 

自治会長会のようにしっか
りした組織体として動かす
か、交流会的な意見交換・
情報共有のゆるやかなネッ
トワークタイプにするか。 

自治会と行政との関係は密で
あるが、自治協議会と行政と
の連携があまり感じられな
い。自治協議会の全体の組織、
自治会との統一性などはいか
がか。 

会計ルールを統一すると監査も

やりやすいし、他との比較もで

きる。運営に関して手さぐりの

状態だが相談できる場所があれ

ばよい。 

身近に社会福祉協議会や

市民活動支援センターが

あり、色々な面で地域の

お手伝いができるので活

用してほしい。 

自治協議会の会員の捉え方（構
成員）は、全ての住民、地域の
ために関わる団体である。各個
人の会費負担はないが、その分
市が交付金をお渡しし、地域全
体のための活動を自治協議会に
お世話になっている。 

自治協議会の組織力アッ
プを図るため新しい支援
制度を検討したい。 

同じテーブルで情報交換する
場は必要だが、自治協議会の
会長・副会長の選出方法にも
関わってくる。 

自治会長会に自治協議会長

が出席することは、自治会長

が一堂に会して情報交換等

する機会を奪ってしまうこ

とにならないだろうか。どち

らが出席しても得た情報は

関係者に的確に伝える仕組

みが必要である。 

地域コミュニティ活動推進員

からお金の面で改善を申し出

ることはしにくい。何らかの

方法を提示してもらわないと

負担は続くし、人材確保も難

しくなる。 


